
平成16年 ２月 1 7日

vol.１５９大豆ＮＥＷＳ！

九州大豆 フ ォ ー ラ ム
－小さなおまめの大きなパワー－

九州の大豆は作付面積は増加傾向に推移していますが、天候等の影響により生産

量、品質が不安定な面もあり、需要と供給のミスマッチも見られる状況です。

このような中で、大豆の生産と需要の拡大をはかるためには、生産の安定・低コスト

化、品質の向上・均一化、実需者との連携等の推進とあわせ、消費者ニーズに対応した

取組を強化していく必要があります。

今回、大豆の持つ優れた機能性成分を皆様に知って頂き、その特徴をいかした大豆

の利用促進、消費拡大の推進方策を探り、国産大豆の生産と需要の拡大に資するた

め、このフォーラムを催します。

多くの方のご参加をお待ちしております。

日 時） １３：００～１６：３０平成１６年３月３日（水）

場 所） くまもと県民交流会館パレア パレアホール

熊本市手取本町８－９ テトリア熊本ビル１０階

電話０９６（３５５）４３００

基調講演内 容）

「大豆の機能性成分について（仮題）」

九州沖縄農業研究センター作物機能開発部

須田 郁夫氏食品機能開発研究室 室長

「大豆の健康効果と消費者の認識（仮題）」

柴田 修氏大豆たん白健康情報センター センター長

パネルディスカッション

「国産大豆の機能性成分等を活かした需要拡大について」

パネリスト

岩佐道夫氏 セーフテック・インターナショナル株式会社 取締役

溝上道子氏 白石町ふるさと産品普及の会 会長

北野直子氏 熊本県立大学 助教授

高松輝明氏 佐賀県経済農業協同組合連合会 農産課

主 催

九州農政局 大豆需給確立推進九州地域検討会

生産・実需・消費・行政関係・給食関係・研究者等参集範囲）



◎ （問合せ先）参加を希望される方は、

九州農政局生産経営流通部農産課 堀尾右記の問合せ先あて所属、

電話096-353-3561 内線4215職名、氏名と連絡先を記入

353-7382(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)の上、ＦＡＸ、郵送または

FAX 324-1439E-Mailで２月２７日までに

〒860-8527 熊本市二の丸１－２申込みをお願いします。

E-mail：miki_tokunaga@kyushu.maff.go.jp

〈本記事につきましては、九州農政局が作成しました。〉

発 行：不定期

発行元：農林水産省農産振興課 豆類班 tel 03-3502-8111（内線3533、3534） fax03-3502-0869

・記事や大豆生産振興に関する御質問･御感想など、御自由にお寄せください。

・記事を転載される場合は、御一報ください。

・農産振興課では大豆に関する情報発信手段としてホームページを開設していますので、是非ご利用下さい。

なお、大豆ホームページアドレスは です。http://www.maff.go.jp/soshiki/nousan/hatashin/daizu/


